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採 取 日 時	 2021 年	 2 月		 4 日	 検 査 受 付 日	 2021 年	 2 月		 5 日		

検 査 法	

試験 1	 下記試験菌を平板培地に塗抹後、円形濾紙に試料原液と試料 10 倍希釈液を浸透させて、

それぞれ培地上に密着貼付培養し試料 10 倍希釈液塗布後 5 時間後の物と比較した。	

試料周辺の透明な発育阻止帯（ハロー）の幅を測定した。①・②・③	

	

直接法	 下記試験菌を平板培地に塗抹後、試料原液と試料 10 倍希釈を 3 ｃｍ直線状に塗布し	

培養後、発育阻止帯（ハロー）の幅を各測定した。④・⑤	

試 験 使 用 菌	 Staphylococcus	aureus	 	 黄色ブドウ球菌	(MSSA)	

接種菌液濃度	 			 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	2.5×10 ６/ml	

	 	 	

① 試料原液	 ② 試料 10 倍希釈液塗布直後	 ③試料 10 倍希釈液塗布 5 時間後	

	 	

	

④直接法	 試料原液	 ⑤直接法	 試料 10 倍希釈	 	

	 ② 	 ②	 	 ③	 ④	 ⑤	

ハロー最大幅	 0 ｍｍ	 3 ｍｍ	 1 ｍｍ	 10 ｍｍ	 24 ｍｍ	

総評	 濾紙を使ったハロー試験は、試料 10 倍希釈液で浸透性がよく抗菌力（明瞭なハロー）を直後	

	 	 	 で認め、５時間経過後では試料乾燥により抗菌力低下が考えられた。	

	 	 	 直接法は、試料原液と試料 10 倍希釈液の比較した結果、試料 10 倍希釈液において明瞭なハロ

ーを認めた。	
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